
研究紹介

■デバイス工学

海洋エネルギー機器の高性能化を実現する
超電導回転機の開発

島国の日本において海洋資源の魅力は計り知れません。海は他の
再生可能エネルギーと比べてエネルギー密度が高く、天候の変化に
よる出力変動の少ない有望なエネルギー資源です。

私たちは、海洋エネルギー資源を無駄なく利用して持続可能社会
の実現へ貢献するため、小型・軽量・高出力・高効率な超電導発電
機 / モータの設計・試作と、そのために必要な極限環境技術やセン
シング技術などについて「ものづくり」を通じた開発を行っていま
す。

■海洋地球化学

化学センシング技術による海底資源・
海洋環境・物質循環の研究

海洋表層から深海まで使用できる化学センサを開発し、化学セ
ンシング技術を用いて熱水鉱床等の海底資源の探査、海洋環境の
長期・広範囲観測、海洋の物質循環過程の解明を行っています。

化学センサは、海中ロボット等の種々の海洋観測機器に搭載し
て観測を行います。海洋地球化学的手法を基に機器開発等の工学
的手法を取り込み、「知る」ための手段を自ら作る「ものづくり」
による現場中心の「フィールド海洋学」を目指しています。

■海洋気象学

洋上気象現象の把握
大気と海洋は相互作用により現象を作り出しており、海洋も含

めた気象現象を統一的に研究する必要があります。
しかし、洋上で時空間的に連続した海洋気象観測は容易ではあ

りません。
本研究室ではフィールドの観測に加えて人工衛星データや気象

シミュレーションによる洋上の気象現象の把握に取り組んでいま
す。特に洋上風力発電に必要な海上風に関する研究を継続してお
り、中長期のデータ解析による建設適地の選定に貢献しています。

■物理探査・地下モニタリング研究

地震波で地下を探る・診る
海洋や陸の地下には地震を発生させるプレート境界や断層、火

山噴火を起こすマグマ溜、石油や鉱物などの天然資源が集まる鉱
床等があります。

これらの場所では地震や噴火などの自然現象や人類による資源
開発によって地下の状態が時間と共に変化し、地球環境や我々の
生活にも影響を及ぼします。そこで東京海洋大学では人工地震波
をつかって地下構造を探ったり、地下の状態変化を診たりするた
めの技術開発や研究をおこなっています。

センサ搭載海中ロボットによる広域自動観測

人工衛星搭載マイクロ波散乱計に
よる世界の海上風観測

日本周辺海域の高度別年平均風速分布

大規模洋上風力発電所の風車後流

エアガン音源システム
による地震探査観測作
業風景

超電導回転機の発電試験
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